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物流施設のグローバル・プロバイダー、プロロジス（世界本社: 米国コロラド州デンバー NYSE: PLD）         

は、2005年に締結され、2010年10月に満期を迎える予定であったグローバルラインの返済期間を2012
年 8 月に延長した、と発表しました。 
 
この「プロロジス グローバルライン」の総額は 22.5 億米ドル（2,250 億円*）であり、国際協調融資団として

19 の金融機関が参加します。そのうちバンク・オブ・アメリカ・セキュリティーズ（Bank of America 
Securities LLC）、RBSセキュリティーズ（RBS Securities Inc.）、三井住友銀行および J.P.モルガン・セキ

ュリティーズ（J.P. Morgan Securities Inc）が国際共同主幹事行（アレンジャー）と事務管理を担当します。 
 
今回の「プロロジス グローバルライン」の期間延長について、プロロジス CFO（最高財務責任者）のウィリ

アム E. サリバンは「各銀行の貸付状況が非常に厳しい中、現時点でのプロロジスの事業活動の大きさ

に即した規模でグローバルラインの期間を延長できたことを大変喜ばしく思っています。また、既存の 17
の大手金融機関に加えて、2 つの新たな金融機関が加わったことは、昨年秋以来、プロロジスが負債を削

減し、バランスシートの適正化への努力を重ねてきた結果が現れたものと考えています。今回私たちの計

画に対し、協力してくださった各金融機関には大変感謝しています」と語っています。 
 
「プロロジス グローバルライン」は米ドル、ユーロ、日本円、英ポンド、カナダドルの 5 つの通貨で構成され

ており、将来 27.5 億米ドル（2,750 億円*）までの増額が可能です。この「プロロジス グローバルライン」は、

同社の物流施設の開発や取得、事業資金、設備投資などに使用されます。 
 
* 1 米ドル＝100 円換算 

*本資料は、2009 年 8 月 24 日にプロロジスが米国にて発表した英文プレスリリースの抄訳です。 

 
 
 

プロロジス 物流施設開発用クレジットライン 
「プロロジス グローバルライン」の期間延長を決定 

-総額 22.5 億米ドル(2,250 億円*)、満期は 2012 年 8 月‐ 


